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１　あなたのしゅうろうをしえんするほうじん（サービスを提供する法人）
	なまえ
	しゃかいふくしほうじんとおかまちふくしかい

	じゅうしょ
	とおかまちしみなくちさわ９９ばんち

	でんわばんごう
	０２５－７６１－７３４０

	ふぁっくすばんごう
	０２５－７６１－７３４１

	りじちょうのなまえ
	りじちょう 　おみ　はるお

	つくられたとし
	へいせい２０ねん１０がつ１にち

	ほうじんのきまり
	しゃかいふくしほうじんとおかまちふくしかいていかん

	きまりをつくったひ
	へいせい２０ねん１０がつ１にち

	

	名称
	社会福祉法人十日町福祉会

	所在地
	新潟県十日町市水口沢９９番地

	電話番号
	０２５－７６１－７３４０

	ＦＡＸ番号
	０２５－７６１－７３４１

	設立年月日
	平成２０年１０月１日

	代表者名
	理事長　尾身　晴夫

	定款
	社会福祉法人十日町福祉会定款

	定款制定日
	平成２０年１０月１日


２　あなたがりようするじぎょうしょ（利用事業所）
	しゅるいとていいん
	しゅうろういこうしえん　３にん
しゅうろうけいぞくしえんびーがた　２９にん
しゅうろうけいぞくしえんびーがた

じゅうたるじぎょうしょ　　　　　　　５にん

	しせつのなまえ
	ワークセンターなごみ
じゅうたるじぎょうしょ　わっかふぇ
	

	していばんごう
	１５１１０００１１７

	しせつのじゅうしょ
	とおかまちしはっかこう３５４ばんち７

	でんわばんごう
	０２５－７５０－１０１０

	ふぁっくすばんごう
	０２５－７５２－５７６１

	わっかふぇじゅうしょ
	とおかまちしほんちょう２ちょうめ３３３ばんち１

	でんわばんごう
	０２５－７５５－５０４０

	ふぁっくすばんごう
	０２５－７５５－５０６５

	めーるあどれす
	info-work_nagomi@fuku-tokamachi.or.jp

	かんりしゃ
	せきぐち　ともよし　

	けいかくづくり
	たぐち　ともみ

	つうしょできるばしょ
	とおかまちし、つなんまち、そのたひつようにおうじて

	おもなしょうがい
	ちてきしょうがいしゃ、しんたいしょうがいしゃ

	しせつができたひ
	しゅたるじぎょうしょ）へいせい１９ねん４がつ１にち
じゅうたるじぎょうしょ）へいせい２８ねん４がつ１にち

	

	種類と定員
	就労移行支援　３人　就労継続支援　２９人
就労継続支援従たる事業所　５人

	事業所の名称
	ワークセンターなごみ
ワークセンターなごみ従たる事業所　わっかふぇ

	指定番号
	１５１１０００１７

	事業所所在位置
	〒948-0032　新潟県十日町市八箇甲３５４番地７

	電話番号
	０２５－７５０－１０１０

	ＦＡＸ番号
	０２５－７５２－５７６１

	従たる事業所所在位置
	〒948-0082　新潟県十日町市本町２丁目３３３番地１

	電話番号
	０２５－７５５－５０４０

	ＦＡＸ番号
	０２５－７５５－５０６５

	Ｅメールアドレス
	info-work_nagomi@fuku-tokamachi.or.jp

	管理者
	関口　友由

	サービス管理責任者
	田口　朋美

	サービスの実施地域
	十日町市、津南町、その他必要に応じて

	主たる対象者
	知的障害者、身体障害者　精神障害者

	開設年月日
	平成１９年４月１日
平成２８年４月１日（従たる事業所）


３　しせつのもくひょうとかんがえかた（施設の理念と基本方針）
（１）しえんのもくひょう（運営の理念）
	1
	①あなたのまいにちのくらしがじぶんらしく、じぶんできめることとじぶんできめたことがいかされるようになることをたいせつにします。
②このために、あなたにあったいいかたをかんがえて、あなたのいいたいことがわかるようになります。
③あなたのふべんさがすくなくなるように、したいことができるようにまわりのことをかえていきます。

	
	私たちは、一人ひとりが主体的生活をできるよう支援します。


（２）つぎのかんがえかたをたいせつにしてしえんします（運営の理念と基本方針）
　①しゅうろういこうしえん（就労移行支援事業）
	1
	あなたがいきていくためにいるおかねをもらうために、はたらくことができるようにしていきます。

	
	職業的リハビリテーションを推進します。

	2
	あなたがはたらくことができるように、いろいろなところといっしょになってがんばれるようにしていきます。

	
	関係機関との調整による支援を行います。


②しゅうろうけいぞくしえんびーがた（就労継続支援Ｂ型事業）
	1
	あなたがとくいなところをみつけて、とくいなことでしごとができるようにしていきます。


	
	強みを生かした支援を展開します。

	2
	あなたがすんでいるばしょで、まわりのひとといっしょになってしごとができるようにしていきます。

	
	地域との連携を推進します。


（３）おなじひととしてたいせつにするかんがえかた（虐待防止）
	1
	おしつけやぼうりょくやいやなことをしないようにほうりつをまもります

	2
	しょくいんは、あんしんしてしえんをうけられるようべんきょうします

	3
	こまったこと、いやなこと、かんがえていることなどのはなしあいをたいせつにします


	1
	倫理綱領・行動規範を遵守します

	2
	研修を通じ職業的倫理観、専門知識、専門的技能等専門性の向上に努めます

	3
	相談援助の充実により、利用者の権利擁護に努めます


４　せつび（サービスに係る事業所の設備等の概要）
（１）たてもの（建物）
①しゅたるじぎょうしょ（主たる事業）
	たてもののこうぞう
	てっこつ２かいだて（かじやじしんにつよいつくり）

	とちのひろさ
	てにすこーと６つぶんくらい

	たてもののひろさ
	てにすこーと２つぶんくらい


	建物構造
	鉄骨構造２階建（耐火建築物、耐震構造）

	敷地面積
	１，５８９．２７㎡

	延べ床面積
	６５６．３８㎡


②じゅうたるじぎょうしょ（従たる事業所）

	たてもののこうぞう
	てっこつ２かいだて（かじやじしんにつよいつくり）

	とちのひろさ
	てにすこーと４つぶんくらい

	たてもののひろさ
	てにすこーと２つぶんくらい


	建物構造
	鉄骨構造２階建（耐火建築物、耐震構造）

	敷地面積
	９９８．７８㎡

	延べ床面積
	６９３．７６㎡（うち、１階部分の一部を使用）


（２）さぎょうしつなどのへやについて（主な設備）
①しゅたるじぎょうしょ（主たる事業）
	No
	なまえ
	かず
	なににつかうへやか

	1
	さぎょうしつ
	4
	したうけさぎょう、さしこなどをするばしょ

	2
	そうだんしつ
	1
	なやみごとやこまりごとをはなすばしょ

	3
	べんじょ
	4
	だんしとじょしにわかれたべんじょ

	4
	ひろいべんじょ
	2
	くるまいすでもしようできるべんじょ

	5
	たもくてきしつ
	2
	きゅうけいやべんきょうなどにつかいます

	6
	しょくどう
	1
	おひるごはんやはんせいかいをするばしょ

	7
	こういしつ
	2
	だんしとじょしにわかれてきがえにつかいます

	8
	いむしつ
	1
	ちりょうをしたりぐあいがわるいときやすみます

	9
	おふろば
	1
	とまるれんしゅうをするときのおふろ 

	10
	かしせいぞうしつ
	3
	かりんとうやまんじゅうなどおかしをつくるさぎょうしつ


●くにがきめているたてもののきまりをまもってつくられています。
	No
	名    称
	数
	内            容

	1
	作業室
	4
	草履磨き、刺し子等の各種下請、木工など

	 2
	相談室
	1
	相談支援

	3
	便所
	4
	１、２階に男女別に設置

	4
	身障者用便所
	2
	１、２階に設置

	5
	多目的室
	2
	休憩室、研修室等として和室１、洋室１

	6
	食堂
	1
	昼食・反省会等

	7
	更衣室
	2
	２室（男女別）、菓子製造室は除く

	8
	医務室
	1
	静養や簡単な治療

	9
	浴室
	1
	宿泊訓練時等の入浴 

	10
	菓子製造室
	3
	各種の菓子を製造


○当事業所は、厚生労働省の定める指定基準を遵守しています。
②じゅうたるじぎょうしょ（従たる事業所）
	No
	なまえ
	かず
	なににつかうへやか

	1
	さぎょうしつ
	2
	ちゅうぼうときっさてん

	2
	そうだんしつ
	1
	なやみごとやこまりごとをはなすばしょ

	3
	べんじょ
	1
	だんしとじょしけんよう

	4
	たもくてきしつ
	1
	きゅうけいやしょくじなどにつかいます

	5
	こういしつ
	1
	きがえやにもつおきばにつかいます

	6
	いむしつ
	1
	ちりょうをしたりぐあいがわるいときやすみます


●くにがきめているたてもののきまりをまもってつくられています。

	No
	名    称
	数
	内            容

	1
	作業室
	2
	厨房と喫茶スペース

	2
	相談室
	1
	相談支援

	3
	便所
	1
	身障者用を設置

	4
	多目的室
	1
	休憩室、食堂等

	5
	更衣室
	1
	ロッカー

	6
	医務室
	1
	静養や簡単な治療


○当事業所は、厚生労働省の定める指定基準を遵守しています。
（３）くんれん・さぎょうしつのごうけいめんせきとひとりあたりのひろさ　

①しゅたるじぎょうしょ（主たる事業）
	No
	なまえ
	かず
	しごとをするばしょのごうけいのひろさ

	1
	さぎょうしつ
	4
	２０９．７２へいほうめーとる

	2
	かしせいぞうしつ
	3
	８８．６９へいほうめーとる

	

	
	ひとりあたりのひろさ
	
	６．４８へいほうめーとる


●にいがたけんがきめているひとりあたりのゆかめんせきのひろさをうわまわっています。
	No
	名    称
	数
	訓練・作業室等合計面積

	1
	作業室
	4
	２０９．７２㎡

	2
	菓子製造室
	3
	８８．６９㎡

	

	
	１人あたりの面積
	
	６．４８㎡


○当事業所は、新潟県の定める規則の１人あたりの面積基準３平方メートルをうわまわっています。
②じゅうたるじぎょうしょ（従たる事業所）
	No
	なまえ
	かず
	しごとをするばしょのごうけいのひろさ

	1
	ちゅうぼう
	1
	２６．７３へいほうめーとる

	2
	きっさしつ
	1
	７８．４２へいほうめーとる

	

	
	ひとりあたりのひろさ
	
	２１．０３へいほうめーとる


●にいがたけんがきめているひとりあたりのゆかめんせきのひろさをうわまわっています。
	No
	名    称
	数
	訓練・作業室等合計面積

	1
	厨房
	1
	２６．７３㎡

	2
	喫茶室
	1
	７８．４２㎡

	

	
	１人あたりの面積
	
	２１．０３㎡


○当事業所は、新潟県の定める規則の１人あたりの面積基準３平方メートルをうわまわっています。
５　しょくいんのしゅるいとかず、どんなしごとをするか（職員の業務内容）
（１）しょくいんのしゅるいやにんずうとしごと（職員の種類や人数と業務内容）
	なまえ
	かず
	しごとのなかみ

	しせつちょう
	1
	わーくせんたーでやっているしごとのぜんぶのせきにんをもっています

	さーびすかんりせきにんしゃ
	1
	りようしゃのしごとがうまくなるようなけいかくをつくったり、けいかくのせきにんをもっています

	しゅうろうしえんいん
	1
	りようしゃがしゅうしょくするときにいろいろなおてつだいをします

	せいかつしえんいん
	3
	おもに、せいかつやさぎょうにひつようなしえんをします

	しょくぎょうしどういん・もくひょうこうちんたっせいしどういん
	10
	おもに、さぎょうにひつようなしえんをします

	じむいん
	1
	おかねのけいさんをしたり、ぶんしょのせいりなどのしごとをします


●くにがきめているしょくいんのしゅるいやにんずうのきまりをまもっています。
	職    名
	人数
	業 務 内 容

	管理者
	1人以上
	事業所全体のマネジメントを行います

	サービス管理責任者
	1人以上
	利用者の個別支援計画作成やプロセス管理を行います

	就労支援員
	1人以上
	就労移行支援事業に係る就労支援を行います

	生活支援員
	3人以上
	就労支援事業に係る生活支援を行います

	職業指導員・目標工賃達成指導員
	10人以上
	就労支援事業に係る職業支援を行います

	事務員
	1人以上
	事務、経理の業務を行います

	○当事業所は、厚生労働省の定める指定基準を遵守し、指定障害福祉サービスを提供する職員として、上記職種の職員を配置しています。


（２）常勤換算
	職　種
	就労移行
	就労継続Ｂ型
	勤務体系
（勤務時間帯）

	
	常勤
	非常勤
	常勤換算
	常勤
	非常勤
	常勤換算
	

	
	専従
	兼務
	専従
	
	専従
	兼務
	専従
	
	

	管理者
	1
	
	
	1
	1
	
	
	1
	8:15～17:15

	サービス管理責任者
	1
	
	
	1
	1
	
	
	1
	8:15～17:15

	就労支援員
	1
	
	
	1
	
	
	
	
	8:15～17:15

	生活支援員
	
	0.3
	
	0.3
	2
	
	
	2
	8:15～17:15

	職業指導員
	1
	
	
	1
	3
	
	5
	6.4
	8:15～17:15

9:00～16:00

	目標工賃達成指導員
	
	
	
	
	1
	
	
	1
	8:15～17:15

	事務員
	
	
	1
	0.7
	
	
	1
	0.7
	8:15～17:15


※（常勤換算とは、職員それぞれの週当たりの勤務延べ時間数の総数を当事業所における常勤職員の所定勤務時間数（週：４０時間）で除した数です。
（３）つうしょできるひ、さぎょうなどができるじかん（活動日と営業時間）
	1

	かつどうび
	きほんてきには、げつようびからきんようびまでです
どようびやにちようび、しゅくじつにかつどうするひもあります

じゅうたるじぎょうしょは、どようびもかつどうします
どようびなどのおやすみのひにもかつどうすることがあります

	
	
	しゅくじつと12がつ31にちから1がつ3にちまではやすみになります

	2
	かつどうじかん
	さぎょうじかんは、ごぜん9じからごご4じまでです


●かつどうびやかつどうじかんは、いろいろのりゆうでかわることがあります。
	 1
	営業日
	・原則として、毎週月曜日から金曜日までとします
・必要に応じ休日に営業する場合もあります

・従たる事業所は月曜日から土曜日までとします

	
	
	・国民の祝日及び12月31日～1月3日の間は休業します

	2
	サービス提供時間
	・営業時間は、9:00～16:00までです


○１か月あたりのサービス利用可能日は、月数－８日となっています。
○活動日や活動時間は、各種都合により変更することがあります。
６　しえんするなかみ（サービス提供の内容）
（１）りようりょうのなかにはいっているなかみ（訓練等給付費対象サービス内容）
	No
	しえん
	しえんのなかみ

	1
	そうだんえんじょ
	しえんのこと、なやみごとなどのそうだんをうけていっしょにかいけつします。

	2
	さぎょうしえん
よかしえん
	せいか、ぞうりみがき、しょうがつかざり、ぶひんくみたて、ばりとり、きっさてんせっきゃく、しょうひんはんばいなどのしごとをしえんします。
レクリエーションやがいしゅつなどのしえんをします。

	3
	しゅうしょくしえん
	かいしゃへしゅうしょくするためのおてつだいをします。

	4
	しせつがいしゅうろう
	しょくいんといっしょに、しせつのそとでしごとをすることがあります。

	5
	こうちん
	さぎょうでもらったおかねは、ざいりょうなどのけいひをひいてこうちんとしてしはらいます。また、こうちんのきんがくはきまりによってしはらいます。

	6
	しょくばじっしゅうしゅうしょくさがし
	ハローワーク、しゅうぎょう・せいかつしえんせんたーあおぞらなどのしせつといっしょになって、しょくばじっしゅうやしごとさがしなどをします。しゅうしょくがながくつづけられるようなおてつだいもします。

	7


	かていほうもんなど
	からだのちょうしがわるかったり、しんぱいごとがあったりして５にちいじょうやすんでいるときは、いえへほうもんしてそうだんなどをします。
つき２かいはいえにほうもんできますので、でんわしてください。きゅうなおやすみのばあいは、でんわでこころやからだのようすをきかせてもらうこともあります。

	8


	からだやこころのしえん
	からだをたいせつにするためのけんこうのかんりなどをします。ばあいによってはおいしゃさんとれんらくをとりあっていっしょになおすようにします。

	9


	つうしょのしえん
	じぶんでつうしょすることがきほんですが、いろいろのりゆうやつごうでつうしょできないときは、しせつのそうげいじどうしゃをりようできます。


	No
	支援
	サービス内容

	1
	相談援助
	支援内容や心身の状況を把握し適切な相談援助を行います。

	2
	生産活動・余暇活動
	製菓、各種下請作業、喫茶営業、休日の外出などを行います。

	3
	就労支援
	一般就労に必要な知識、能力の向上のために必要な訓練を行います。また、一般就労に必要なその他の便宜を適切かつ効果的に行います。

	4
	施設外就労
	工賃倍増等のために職員同行による施設外就労を支援します。

	5
	工賃
	上記生産活動における事業収入から必要経費等を差し引いた額に相当する金額を工賃として、生産活動に従事している利用者に支払います。


	6
	職場実習、求職活動の支援
	公共職業安定所、障害者就業・生活支援センターあおぞら等の関係機関との連携を図り、職場実習や求職活動の支援、職場定着のための支援を行います。


	7


	事業所外支援
	常時サービスを利用している利用者が、心身の状況の変化により、５日以上連続して利用がなかった場合は、居宅を訪問して、利用者状況を確認し、月２回を限度として同意のうえで支援を行います。また、急な休所の場合は電話で心身の状況を確認させていただくこともあります。

	8
	健康管理
	日常生活で必要なバイタルチェック、投薬、その他必要な管理、記録を行います。
協力医療機関との連携により、健康維持のために適切な支援を行います。

	9


	送迎サービス
	各種の事情により、自主通所ができない場合は、希望により送迎を行います。


（２）とくべつにおかねがかかるしえんのなかみ（訓練等給付対象外サービス内容）
	No
	しえん
	しえんのなかみ
	ねだん

	1
	しょくじ
	きぼうによりおひるごはんがたべられます
おひるごはんのじかんは１２じです
おひるごはんのだいきんは（１しょく）
とうじつ、９までにおやすみのれんらくがないばあいや、つうしょしていて、ぐあいがわるくなって、おひるごはんをたべないばあいは、ごはんだいきんのほじょがでませんので、ぜんがくの７５９えんをおしはらいただきます。

ごはんだいきんのほじょがあるとき（１しょく）
じっしゅうやじゅうたるじぎょうしょでたべるべんとうなど
おいしくたべられるようにえいようやしこうをかんがんがえてつくります　　　　　　　　　　　　　　
きゅうじつのおひるにたべるおべんとうやおみせでたべるごはんなど

	７５９円
４５９円
べんとうだい
こじんでかかったごはんだい

	2
	とくべつなおかねがひつようなこと
	さぎょうするときに、とくべつなさぎょうをえらんでおかねがかかるときは、ごじぶんでおかねをだしていただくことになります。

	じっさいにかかるおかね

	3
	しゅうしょくにひつようなとくべつなおかね
	かいしゃへしゅうしょくするためにとくべつにおかねがかかるときには、ごじぶんでおかねをだしていただくことになります。
	じっさいにかかるおかね

	4
	ふだんのせいかつやよかかつどうのおかね
	かぜをひいたときや、かふんしょうでつかうてぃしゅや、うでやひざがいたいときにつかうしっぷ、がいしゅつやりょこうなどにかかるおかねは、ごじぶんでだしていただきます。
	じっさいにかかるおかね

	5
	しょるいやてつづき
	しやくしょなどにかんけいするてつづきやしょるいをだすことができないときは、はなしあいによりおかねをもらって、かわりにてつづきをすることができます。
	1,000円

	6
	そのほか
	さーびすていきょうきろくのこぴーのおかね
わーくせんたーにいるしょうめいのおかね
そのほかひつようとみとめられるおかね
	３０円
１００円
じっさいに
かかるおかね


	No
	支　援
	サービス内容
	料金

	1
	食事
	利用者の希望により食事の提供を行います
①食事提供時間　１２：００
②食事単価（１食当たり）
※当日の9時までに休所の連絡がない場合や通所してから、体調不良等で食事をとらなかった場合は食事提供加算の該当になりませんので、食事単価７５９円をお支払いただきます。
③食事提供体制加算該当者（１食当たり）
④施設外就労等該当者弁当代

⑤従たる事業所利用者弁当代
⑥休日営業日の弁当、外食代

※栄養と利用者の身体状況や嗜好に配慮し、バランスのとれた食事を提供します
	②759円
③459円
④実費

⑤実費
⑥実費

	2
	生産活動や訓練に係る経費
	生産活動に係る経費のうち、ご負担していただくことが適当であるものについては、費用をご負担していただきます。
	実費

	3
	就労支援に必要な諸経費
	就労や職場実習に向けた支援のうち、ご負担していただくことが適当であるものに係る経費については、ご負担していただきます。
	実費

	4
	日常生活費等
	利用者の日常生活用品の購入代金や日常生活に要する費用でご負担していただくことが適当であるものに係る費用については、ご負担していただきます。
日常生活用品費　②保健衛生費　③教養娯楽費
	実費

	5
	社会生活上の便宜の供与等
	日常生活に必要な行政機関等への手続き等について、利用者又は家族が行うことが困難な場合、利用者等の同意を得て代行します。（１件当たり）
	1,000円

	6
	その他
	サービス提供記録等の複写代（１枚当たり）
在籍証明書等の諸書類の発行代（１件当たり）
その他必要と認められる経費
	30円
100円
実費


【しえんのなかみ】（サービスの概要）
●しえんをうけるないようは、さーびすかんりせきにんしゃがつくる「こべつしえんけいかく」によってしえんをするようになります。
●「こべつしえんけいかく」は、おわたしします。
○すべてのサービスは、サービス管理責任者が作成した「個別支援計画」に基づいて行われます。
○個別支援計画は、利用者に交付します。
７　りようりょうきん（利用料金）
（１）ほうりつによるりょうきん（訓練等給付費対象サービス内容の料金）
●りょうきんは、ほうりつできめられたきんがくをせいきゅうします。
●せいきゅうするおかねは、じゅきゅうしゃしょうにかいてあるおかねになります。
○訓練等給付費によるサービスを利用した際は、サービス利用料金（厚生労働大臣が定める額）のうち原則９割が訓練等給付の給付対象となります。
○事業所が訓練等給付費の給付を市町村から代理受領する場合、利用者負担分としてサービス利用料全体の１割の額を事業所にお支払いいただきます。（定率負担）
○定率負担または利用者負担額の軽減等が適用される場合は、この限りではありません。（障害福祉サービス受給者証をご確認ください）
（２）さーびすりようのとりけしりょうきん（サービス利用の取り消し料金）
●つうしょしないひは、そのひの９じまでにわーくせんたーまでれんらくしてください。
●そのひの９じまでにれんらくがないときは、しょくひなどのおかねをだしていただきます。
○利用者がサービス利用の取り消し（キャンセル）をする場合は、利用予定日の午前９時までに事業所へお申し出ください。
○サービス利用日の午前９時までに、取り消しのお申し出がない場合は、食費相当額をお支払いいただきます。
（３）おかねのしはらいかた（利用料金のお支払方法）
●おかねは、まいつきけいさんして、つぎのつきの１０かまでにせいきゅうしますので、まいつき１５にちまでにこうざふりかえではらってください。
○前記の料金は、１か月ごとに計算し、翌月の１０日までに請求しますので、翌月の１５日までに次の方法でお支払いください。
	金融機関からの口座振替
	金融機関名
	ＪＡ魚沼

	
	支店名
	川西支店

	
	口座番号
	００３０６９１


　※必要に応じて、郵便局からの口座振替も可能です。
８　きろくのかんりなど（利用者の記録及び情報の管理等）
●こべつしえんけいかくなどは、ほうりつにかいてあるようにしることができます。
●みなさんのじぶんのことやかぞくのことやいえであったことなどは、ほうりつにかいてあるとおりにまもります。
○個別支援計画等の書類は、法律に基づいた手続きにより開示することができます。
○個人情報は、法律に基づいた対応を図ります。
○市町との連携が必要な場合、及び情報提供を要請された場合は、利用者の同意（個人情報保護に関する同意書）に基づいて情報提供をします。
９　けが、じこ、じしんなどがおきたときのたいおう（緊急時の対応）
●からだのちょうしがわるくなったり、けがやじこにあったときは、できるだけはやく、おいしゃさんやびょういんへれんらくをおこないます。
　しせつがけいやくしているおいしゃさんは、たなかげかいいんのたなかせんせいです。
	いりょうきかんのなまえ
	たなかげかいいん
	しんりょうか
	げか・ないか

	だいひょうしゃ
	たなかよういち
	でんわばんごう
	７５２－２４０３

	いいんのじゅうしょ
	にいがたけんとおかまちしう２７２ばんち３


○利用者の病状急変やけが並びに事故の際は、速やかに医療機関への連絡等を行います。嘱託医は田中外科医院の田中陽一先生です。
　利用者でかかりつけの医療機関がある場合には、どちらを優先するかご家族のみなさんへ問い合わせのうえ対応します。
	医療機関の名称
	田中外科医院
	診療科
	外科・内科

	代表者名
	田中陽一
	
	７５２－２４０３

	所在地
	新潟県十日町市卯２７２番地３


１０　くじょうのうけつけについて（当事業所における苦情の受付について）
（１）くじょうのうけつけ（苦情受付）
●こべつしえんけいかくのなかみや、しょくいんのたいどやことばづかいにふまんがある、なやみごとやこまりごとがある、ほかのりようしゃとうまくいかないなどのいけんやふまんがあったときは、くじょううけつけせきにんしゃまでいいにきてください。
	うけつけせきにんしゃ
	たぐち　ともみ

	そうだんじかん
	ごぜん８じ１５ふんからごご５じ１５ふん

	でんわばんごう
	０２５－７５０－１０１０

	ふぁくすばんごう
	０２５－７５２－５７６１

	でんしめーるあどれす
	info-work_nagomi@fuku-tokamachi.or.jp

	●たんとうしょくいんがいないときは、じむしつのしょくいんへいってください

	かいけつせきにんしゃ
	せきぐち ともよし　
	750-1010
	かんりしゃ

	だいさんしゃいいん
	みずおち　ひさお
	759-2123
	

	だいさんしゃいいん
	やまぐち　ゆみこ
	755-2248
	


○支援計画や職員の姿勢、あるいは事業所運営等において、ご意見やご不満がある場合は苦情受付責任者、第三者委員までお申し出ください。苦情解決責任者が申し立てに基づいて適切な解決を図ります。
	苦情受付責任者
	田口　朋美

	相談受付時間
	８：１５～１７：１５

	電話番号・FAX番号
	０２５－７５０－１０１０
	０２５－７５２－５７６１

	Eメールアドレス
	info-work_nagomi@fuku-tokamachi.or.jp

	○担当者が不在の場合は、事業所事務室までお申し出ください

	苦情解決責任者
	関口　友由　
	750-1010
	管理者

	第三者委員
	水落　久夫
	759-2123
	

	第三者委員
	山口　由美子
	755-2248
	


○新潟県福祉サービス第三者評価の受審状況
	受審の有無
	　あり　・　なし

	受審したときの
評価実施期間
	令和　　年　　月　　日（契約日）
令和　　年　　月　　日（評価結果確定日）

	受審回数
(前回の受審時期)
	　　　　回（令和　　年度）


（２）ぎゃくたいぼうしについてのそうだん（虐待防止に関する相談窓口）
●しょくいんなどから、いやなことをいわれたり、ぼうりょくをふるわれたりしたときは、ぎゃくたいぼうしいいんかいまで、いいにきてください。
	○ぎゃくたいぼうしいいんかい

	たんとうしゃ
	せきぐち　ともよし

	そうだんじかん
	ごぜん８じ１５ふんからごご５じ１５ふん

	でんわばんごう
	０２５－７５０－１０１０

	ふぁくすばんごう
	０２５－７５２－５７６１

	でんしめーるあどれす
	info-work_nagomi@fuku-tokamachi.or.jp


○利用者が身体拘束や虐待にあったと疑われる際は、次の虐待防止委員会まで申し出てください。適切に対応します。
	○虐待防止委員会

	担当者（虐待防止責任者）
	関口　友由（せきぐち　ともよし）

	相談時間
	８：１５～１７：１５

	電話番号
	０２５－７５０－１０１０

	ＦＡＸ番号
	０２５－７５２－５７６１

	Eメールアドレス
	info-work_nagomi@fuku-tokamachi.or.jp


（３）そのたのくじょうについて（その他苦情受付機関）
●ほかにくじょうをいうところは、おうちのひとにきいてください。
	○にいがたけんふくしさーびすうんえいてきせいかいいんかい

	じゅうしょ
	にいがたけんしゃかいふくしきょうぎかいない

にいがたしちゅうおうくかみどころ２－２－２　

	でんわばんごう
	０２５－２８１－５６０９

	ふぁくすばんごう
	０２５－２８１－５６１０

	でんしめーるあどれす
	kujou@fukushiniigata.or.jp


○新潟県では、下表の機関で苦情受付等を行っています。
	○新潟県福祉サービス運営適正化委員会

	場所
	新潟県社会福祉協議会内　新潟市中央区上所２－２－２

	電話番号
	０２５－２８１－５６０９

	ＦＡＸ番号
	０２５－２８１－５６１０

	電子メールアドレス
	kujou@fukushiniigata.or.jp


１１　じしんやかじのときのたいおう（非常災害時の対策）
●まいつき、ひなんくんれんをおこなっています。
●かさいほうちきのきかいがついています。
●けがやじこがあったとき、しせつのほうでわるかったときには、かけているほけんからおかねがでるようにすることができます。
	ひじょうじのたいおう
	べつにきめてあるさいがいぼうごきてい、しょうぼうけいかくしょによりたいおうします。

	ふつうのときのくんれん
	べつにきめたぼうさいけいかくしょにより、ひなん・ぼうさいくんれん・そのたひつようなくんれんをおこないます。

	ぼうさいせつび
	じどうかさいほうちき、ゆうどうとう、がすもれほうちき、ひじょうつうほうそうち
※すぷりんくらーせつびは、せっちきじゅんにありません。

	しょうぼうけいかく
	しょうぼうしょへのとどけで　れいわ　７ねん　４がつ１にち　
ぼうかかんりしゃ　　　　　　せきぐち　ともよし

	ほけんのかにゅう
	じこ・さいがいにそなえて、そんがいばいしょうほうけんにかにゅうしています。
かにゅうほけんがいしゃ　AIUほけんがいしゃだいりてん　あいむす
かにゅうほけんないよう　　しゃかいふくしじぎょうしゃそうごうほけん


○災害時に備えて、毎月避難訓練を行っています。
○火災報知機や自動通報装置等が設置されています。
○けがや事故が発生した場合には、過失責任を明確にしたうえで保険での対応を図ることがあります。
	非常時の対応
	別途に定める災害防護規程、消防計画書により対応します

	平時の訓練
	別途に定める防災計画書により、避難・防災訓練・その他必要な訓練を実施します

	防災設備
	自動火災報知機、誘導灯、ガス漏れ報知機、非常通報装置
※スプリンクラー設備は、設置基準に該当していません

	消防計画
	消防署への届け出　令和　７年　４月　１日
防火管理者　　　　関口　友由　

	保険加入
	事故・災害に備えて損害賠償保険に加入しています
　加入保険会社名　あいおいニッセイ同和損害保険株式会社
保険会社代理店　アイムス
　加入保険内容　　社会福祉事業者総合保険


１２　おねがいすること（当事業所ご利用に当たり留意いただく事項）
●ごりようにあたって、ほかのおおくのりようしゃのめいわくにならないように、しせつのきまりをまもるようにしてください。
　できないときは、やめてもらうこともあります。
	No
	こうもく
	おねがいするなかみ

	1
	せつびや
きぐのりよう
	せつびやきぐは、だいじにりようしてください。きまりによらないつかいかたでこわしたときは、べんしょうしてもらうことがあります

	2
	たばこ
	たばこをすうときは、きめられたばしょですってください

	3
	だいじなもの
	さいふやＣＤやＤＶＤなどのじぶんでたいせつにしているものは、おうちからもってこないようにしてください
どうしても、もってくるときは、しょくいんへきいて、ろっかーやじむしつでほかんするようにしてください

	4
	しゅうきょうかつどう
	しゅうきょうをしんじることはじゆうですが、ほかのりようしゃにたいしてひろめようとしたり、いえへほうもんしたりすることはしないでください

	5
	じこ、けが
など
	じぎょうしょまでのいきかえりは、じこにあったり、けがをしないよう、じゅうぶんきをつけてください


○事業所の利用にあたっては、多くの利用者の皆様との共同利用となります。他の利用者の皆様方の迷惑にならないよう、次の項目についてご留意ください。これらの項目に対して、再三にわたって違反する場合には、退所などの措置をとることがあります。
	No
	項　目
	内　　　　容

	1
	設備・器具の利用
	事業所内の設備・器具は本来の用法に従ってご利用ください
これに反した利用により破損が生じた場合、賠償していただくことがあります。

	2
	喫煙
	全館禁煙です。喫煙の際は屋外の決められた場所でお願いします

	3
	貴重品の管理
	貴重品は、利用者の責任において管理してもらいます
自己管理ができない利用者については、貴重品を事業所に持ち込まないようにお願いします。

	4
	宗教活動
	利用者の思想、信仰は自由ですが、他利用者に対する布教活動、政治活動及び営利活動はご遠慮願います。

	5
	通所途中での事故
	自力通所の区間内では、利用者及び家族の責任において行動してください。途中で事故や疾病が起きた場合、施設では責任を負いません。


１３　そのほかのたいせつなこと（その他事業所の運営に関する重要事項）
（１）ほけんのかにゅう（保険加入について）
　●けがやじこのたいさくとして、ほけんへはいることをおねがいしています。
　　ごりかいとごきょうりょくをおねがいします。
　○指定障害福祉サービス提供においては、各種の疾病やけが、災害等への対策として「ハンズ互助会」への加入をお願いしていますので、ご協力をお願いいたします
（２）かぜやげりなどのうつりやすいびょうき（感染症の対応）
●かぜやいんふるえんざ、げりなどになったときは、ぐあいによってつうしょができなくなることがあります。
○事業所又はご家庭において、感染症に罹患した場合等は、必要に応じてサービス利用を制限する場合があります。
（３）たいしょをきぼうするとき（退所を希望される場合）
●さーびすりようをやめようとするときは、できるだけはやくしょくいんまでいいにきてください。
○一人ひとりの支援は、個別支援計画に基づいてサービス提供していますが、利用契約解除を希望される場合は、できる限り早めにサービス管理責任者までご相談ください。契約解除後の各種生活環境設定等についてご相談をお受けします。
していしょうがいふくしさーびすのていきょうにさいし、ほんしょめんにもとづきじゅうようじこうせつめいをおこないました。
指定障害福祉サービスの提供開始に際し、本書面に基づき重要事項の説明を行いました。
じぎょうしょめい：わーくせんたーなごみ
事業所名：ワークセンターなごみ

せつめいしゃしょくめい　　　　　　　
説明者職名　　サービス管理責任者　　 
しめい　　　　
氏　名　　　田口　朋美　　 印
わたしは、ここにかいてあることをりかいして、じぎょうしょからじゅうようじこうのせつめいをうけて、していしょうがいふくしさーびすのりようかいしにさんせいしました
私は、本書面に基づいて事業所から重要事項の説明を受け、指定障害福祉サービスの利用開始に同意しました。
　令和　　年　　　月　　　日

　りようしゃ
　利用者　　　〒　　　　　　　
　　　　　じゅうしょ
　　　　　　　住所　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　しめい
　　　　　　　氏名　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　印
　だいりにんなど
　代理人等　　〒　　　　　　　
　　　　　じゅうしょ
　　　　　　　住所　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　しめい
　　　　　　　氏名　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　印
ワークセンターなごみ利用契約書


　様（以下「利用者」といいます。）と社会福祉法人十日町福祉会（以下「事業者」といいます。）は、利用者に対し提供する指定就労移行支援事業及び指定就労継続支援事業Ｂ型について、次のとおり契約します。

（契約の目的）

第１条　この契約は、障害者の日常生活及び社会生活を総合的に支援するための法律の理念に則り、利用者の自立と社会経済活動への参加を促進するために、一般就労等への移行に向け事業所内や企業における作業や実習、適性にあった職場探し、就労後の職場定着のための支援等に向けて支援するために事業者が個別支援計画に基づき利用者に対し必要なサービスを適切に行うことを定めます。

２　利用者が利用する福祉サービスは次の事業所です。

　　事業所の名称　指定障害福祉サービス事業所ワークセンターなごみ

　　事業所所在地　新潟県十日町市八箇甲３５４番地７
　　事業所の名称　ワークセンターなごみ従たる事業所（就労継続支援事業Ｂ型）

事業所所在地　新潟県十日町市本町２丁目３３３番地１
（契約期間）

第２条　この契約の契約期間は、令和 　 年 　 月 　　 日から障害福祉サービス受給者証（以下「受給者証」という。）に記載された支給決定期間満了日までとします。但し契約期間満了日の１か月前までに、利用者または事業者から契約を更新しない旨の意思表示がないときは、期間満了後、新たな受給者証に記載された支給決定期間満了日までこの契約を継続するものとし、以降も同様とします。
（個別支援計画）

第３条　サービス管理責任者は利用者の置かれている環境及び日常生活全般の状況等を通じて利用者及びその家族が希望する生活や課題を明らかにし適切な支援内容の把握に基づき到達目標を設定しサービス担当者会議を経て個別支援計画を作成します。

２　個別支援計画の内容について利用者とその家族に対し説明し、文書により同意を求めます。

３　個別支援計画作成後、定期的に個別支援計画実施状況の把握を行い必要に応じて個別支援計画の変更を行います。変更については利用者とその家族に説明をし、文書により同意を求めます。

（サービス内容）

第４条　事業者は、個別支援計画に基づいて、「重要事項説明書」に記載されているサービス内容を提供します。尚、個別の契約内容については別紙の通り契約をします。

２　サービス提供は、事業所の生活支援員等の従事者が当たります。

３　サービスの提供に当たっては利用者の心身の状況に応じ自立の支援と日常生活の充実に資するよう、適切な技術を持って行います。

４　利用者の意思と人格を尊重し、常に利用者の立場に立って、サービスを提供します。

５　常時サービスを利用している利用者が、心身の状況の変化により、５日以上連続して利用がなかった場合は居宅を訪問して利用状況を確認し、月２回を限度として同意の上で支援を行います。
（利用料金）

第５条　利用者は、「重要事項説明書」に記載されている訓練等給付費対象サービス内容の料金（厚生労働大臣の定める額。但し軽減等が適用あり。）の所定の利用者負担額を支払います。ただし、訓練等給付費等については、事業者が市町から代理受領をした場合は、利用者は直接支払う必要はありません。

２　事業者は、利用者が訓練等給付費対象外サービス内容を受ける場合は料金を請求します。

３　事業者は、サービス利用に当たって、あらかじめ利用者に対しサービスの内容及び料金について説明を行い、利用者の同意を得ます。

（利用料の支払い方法）

第6条 　利用者は前５条に定める利用料金を月ごとに支払います。

２　事業所は、当月の利用料金合計額の請求書を翌月１０日までに送付します。

３　利用者は、当月の利用料金の合計金額を、翌月１５日までに支払います。

４　事業者は、利用者から利用料金の支払いを受けた時は、利用者に領収書を発行します。ただし、銀行振込の場合は、振込書を領収書とみなしますが、必要に応じて領収書も発行します。

（生産活動及び就労に向けての支援と工賃の支払）

第７条　事業者は、個別支援計画において生産活動の内容や職場実習の実施や、求職活動の支援の実施、職場定着の為の支援の内容を定め、利用者に対して生産活動及び就労にむけての支援の機会を提供をします。

２　利用者の心身の状況や意向、適性、障害の特性、その他の事情を踏まえて行います。

３　作業時間、作業量が利用者に過重な負担とならないように配慮します。

４　生産活動や就労に向けての支援の機会の提供に当たっては、防塵設備又は消火設備など安全に配慮します。

５　事業者は、生産活動及び就労に向けての支援（職場実習等）における事業収入から必要経費等を控除した額に相当する工賃を生産活動に従事された利用者に支払います。

６　公共職業安定所、障害者就労・生活支援センター等の関係機関と連携を取りながら就労に向けての支援を行います。
（他のサービス提供者との連携）

第８条　事業者は、地域や家庭との結びつきを重視し、市町等の外、障害者福祉の増進を目的とする事業を行う者、その他の保健医療サービス又は福祉サービスを提供する者との連携に努めます。

（説明義務）

第９条　事業者は、契約に基づく内容について、利用者の質問等に対して適切に説明します。

（サービス利用のキャンセル）

第１０条　利用者は、サービスのキャンセルについて、サービス利用日の午前９時前までに申出のない場合、利用者は重要事項説明書に定めるキャンセル料としてサービス利用料及び食費の実費相当額を事業者に支払うものとします。
（相談及び援助）

第１１条　事業者は利用者及びその家族が希望する生活や利用者の心身の状況等を把握し、適切な相談、助言、援助を行います。

（健康管理）

第１２条　事業者は、常に利用者の健康の状況に注意するとともに、健康保持のための適切な措置を講じます。

２　事業所は、常に利用者の家族との連携を図ると共に、医療機関との連絡調整を通じて健康保持のための適切な支援を行います。

（安全配慮義務）

第１３条　事業者は、サービスの提供にあたって、利用者の生命、身体の安全確保に配慮するとともに、非常災害及び衛生管理等に必要な具体的な計画、連絡体勢を講じています。

（緊急時の援助）

第１４条　事業者は、利用者に病状の急変が生じた場合、その他必要な場合には、速やかに協力医療機関又は利用者の指定する医療機関での診察を依頼します。

２　前項のほか、利用中に利用者の心身の状態が変化した場合、利用者及びその家族が指定する者に速やかに連絡します。

（身体拘束の禁止）

第１５条　事業者は、利用者又は他の利用者等の生命又は身体を保護するため緊急やむを得ない場合を除いて、身体的拘束その他利用者の行動を制限する行為を行いません。 

（虐待防止のための措置）

第１６条　事業者は、利用者に身体的、精神的苦痛等の虐待を防止するため、責任者を設置し、サービス提供担当者に虐待防止啓発のための定期的研修を実施します。

（秘密の保持）

第１７条　事業者は、業務上知り得た利用者やその家族等の秘密を保持します。

２　事業者の職員であった者について、業務上知り得た利用者やその家族等の秘密を保持させるため、職員でなくなった後においても、これらの秘密を保持すべき旨を、職員との雇用契約の内容としています。

３　事業者は、他の指定障害サービス事業者等に対し、利用者に関する情報を提供する際は、あらかじめ文書により利用者の同意を得ます。

（苦情解決）

第１８条　利用者及びその家族は、事業者が提供したサービスに関して苦情がある場合は、いつでも「重要事項説明書」に記載されている苦情相談担当窓口及び運営適正化委員会等に苦情を申し立てることができます。

２　事業者は、苦情が申し立てられた時は速やかに事実関係を調査し、その結果、改善の必要性の有無及びその方法について、利用者または家族に文書で報告します。

３　事業者は、利用者及びその家族が苦情申し立てをした場合にこれを理由として利用者に対し、一切の差別待遇をしません。　
（契約の終了）
第１９条　利用者は、指定就労移行支援の利用の契約を終了する場合は３０日以上の予告期間をおいて文書で事業者に通知することによりこの契約を解除することができます。また、事業者もしくはサービス提供担当職員が以下の事項に該当する行為を行った場合には、利用者はただちに契約を解除することができます。

　（１）事業者若しくはサービス提供職員が正当な理由なく契約に定める障害福祉サービスを実施しない場合。

　（２）事業者が秘密の保持（守秘義務）に違反した場合。

　（３）事業者が社会通念に逸脱する行為を行った場合。

　（４）他の利用者が利用者の生命・身体・財物・信用を傷つけた場合もしくは傷つける恐れがある場合において事業者が適切な対応をとらない場合。

２　事業者は、やむを得ない事情がある場合には、利用者に対し、３０日間の予告期間を置いて理由を示した文書で通知することによりこの契約を解除することができます。但し利用者が以下の事由に該当する場合には、ただちに契約を解除することができます。

　（１）利用者が事業所に支払うべきサービスの利用料金を３ヵ月以上滞納し期間を定め再三催告したにもかかわらず支払わない場合。

（２）利用者が、故意又は重大な過失により事業者もしくはサービス提供職員に生命・身体・財物・信用を傷つけることなどによって、契約を継続しがたい重大な事情を生じさせ、その状況の改善が見込めない場合。

　（３）利用者がこの契約を継続し難いほどの背信行為を行ったと認めた場合。

　（４）天災、災害その他やむを得ない理由により事業所を利用させることができない場合。

　（５）利用者が連続して３ヶ月を超えて医療機関に入院すると確実に見込まれる場合または現に連続して３ヶ月を超えて入院した場合。

　（６）利用者が死亡した場合。

（損害賠償）

第２０条　事業者は、サービスの提供によって事故が生じた場合には、速やかに関係市町及び利用者の家族などに連絡して必要な措置を講じます。また、事故状況及び処置について記録します。

２　事業者は、サービスを提供するにあたって、事業者の責と帰すべき事由により利用者に損害を与えた場合には、速やかに賠償します。

（身元保証人）

第２１条　事業者は、利用者に対し、身元保証人を求めることがあります。但し、利用者に身元保証人をたてることができない相当の理由が認められる場合は、その限りではありません。

２　身元保証人は、次の各号の責任を負います。

　（１）利用者の責により事業者に損害を与えた場合、利用者と連携し当該損害を賠償すること。

　（２）契約解除又は契約終了の場合、利用者の状態に見合った適切な受入れ先確保に努めること。
（協議事項）

第２２条　契約に定められていない事項について問題が生じた場合には、事業者は障害者の日常生活及び社会生活を総合的に支援するための法律等の関係諸法令の定めるところに従い、利用者と誠意をもって協議するものとします。

　上記のとおり障害福祉サービスに関する契約を結びます。

　上記の契約を証するため、本書２通を作成し、利用者、事業者が記名捺印のうえ、各１通を保有するものとします。

令和　　年　　月　　日

利用者　　住　　　所　　新潟県

　　　　　　　　　　　　　　　氏　　　名　　　　　　　　　　　　　　　　　　印

代理人　　住　　　所　　新潟県

　　　　　　　　　　　　　　　氏　　　名　　　　　　　　　　　　　　　　　　印

（続　柄）

事業者　　名　　　称　　社会福祉法人十日町福祉会

住　　　所　　新潟県十日町市水口沢９９番地

代表者氏名　　理 事 長　 尾 身 晴 夫          印

個人情報保護に係る同意書

  次に定める条件のとおり、私　　　　　　　　　及び代理人　　　　　　　　　は、社会福祉法人十日町福祉会が、私及び身元引受人、家族の個人情報を下記の利用目的の必要最小限の範囲内で使用、提供、または収集することに同意します。
１　利用期間
    社会福祉法人十日町福祉会経営の障害福祉サービス提供に必要な期間及び契約期間に準じます。
２　利用目的
（１）障害福祉サービスにおける障害程度区分認定の申請及び更新、変更のため。
（２）利用者に係わる個別支援計画を立案し、円滑にサービスが提供されるために実施するサービス担当者会議での情報提供のため。
（３）医療機関、福祉事業者、ケアマネジメント従事者、障害関係サービス事業者並びに従事者（第三者評価、苦情聴き取り調査者等）、自治体、その他社会福祉関係機関との連絡調整のため。
（４）利用者が、医療サービスの利用を希望している場合及び主治医等の意見を求める必要のある場合。
（５）利用者が、就労支援を受ける場合、関係事業所における担当者との調整をはかる場合。
（６）利用者が利用する障害関係サービス事業所内でのケース検討並びにケース会議のため。
（７）行政の開催する評価会議、サービス担当者会議のため。
（８）その他サービス提供で必要な場合。
（９）上記各号に関わらず、緊急を要する時の連絡等の場合。
３　使用条件
（１）個人情報の提供は、必要最小限とし、サービス提供に係わる目的以外には決して利用しない。また、利用者とのサービス利用に関わる契約の締結前からサービス終了後においても、第三者には漏らさない。
（２）個人情報を使用した会議の内容や相手方などについて経過を記録し、請求があれば開示する。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　令和　　年　　月　　日
　　　　　　　　　　　　　　本人（利用者）     住　所
              　　　　　　　　　　　　　　     氏　名      　        　　    　　印
　　　　　　　　　　　　　　代　理　人         住　所
              　　　　　　　　　　　　　　　　 氏　名        　          　 　　 印
          　　　　　　　　　　　　　　　　     続き柄
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�EQ \* jc2 \* "Font:HG丸ｺﾞｼｯｸM-PRO" \* hps18 \o\ad(\s\up 17(してい),指定)��EQ \* jc2 \* "Font:HG丸ｺﾞｼｯｸM-PRO" \* hps18 \o\ad(\s\up 17(しょうがい),障害)��EQ \* jc2 \* "Font:HG丸ｺﾞｼｯｸM-PRO" \* hps18 \o\ad(\s\up 17(ふくし),福祉)��EQ \* jc2 \* "Font:HG丸ｺﾞｼｯｸM-PRO" \* hps18 \o\ad(\s\up 17(さーびす),サービス)��EQ \* jc2 \* "Font:HG丸ｺﾞｼｯｸM-PRO" \* hps18 \o\ad(\s\up 17(じぎょうしょ),事業所)�


�EQ \* jc2 \* "Font:HG丸ｺﾞｼｯｸM-PRO" \* hps18 \o\ad(\s\up 17(わーくせんたー),ワークセンター)�なごみ


（�EQ \* jc2 \* "Font:HG丸ｺﾞｼｯｸM-PRO" \* hps18 \o\ad(\s\up 17(しゅうろう),就労)��EQ \* jc2 \* "Font:HG丸ｺﾞｼｯｸM-PRO" \* hps18 \o\ad(\s\up 17(いこう),移行)��EQ \* jc2 \* "Font:HG丸ｺﾞｼｯｸM-PRO" \* hps18 \o\ad(\s\up 17(しえん),支援)�・�EQ \* jc2 \* "Font:HG丸ｺﾞｼｯｸM-PRO" \* hps18 \o\ad(\s\up 17(しゅうろう),就労)��EQ \* jc2 \* "Font:HG丸ｺﾞｼｯｸM-PRO" \* hps18 \o\ad(\s\up 17(けいぞく),継続)��EQ \* jc2 \* "Font:HG丸ｺﾞｼｯｸM-PRO" \* hps18 \o\ad(\s\up 17(しえん),支援)��EQ \* jc2 \* "Font:HG丸ｺﾞｼｯｸM-PRO" \* hps18 \o\ad(\s\up 17(びーがた),Ｂ型)�）


�EQ \* jc2 \* "Font:HG丸ｺﾞｼｯｸM-PRO" \* hps18 \o\ad(\s\up 17(じゅうよう),重要)��EQ \* jc2 \* "Font:HG丸ｺﾞｼｯｸM-PRO" \* hps18 \o\ad(\s\up 17(じこう),事項)��EQ \* jc2 \* "Font:HG丸ｺﾞｼｯｸM-PRO" \* hps18 \o\ad(\s\up 17(せつめいしょ),説明書)�





　このせつめいしょは、あなたがワークセンターなごみで、じぶんでかんがえたようなせいかつができたり、しゅうしょくをするためのしえんをうけたり、さぎょうをおこなってこうちんをもらうためにひつようなしえんをうけるにあたって、ほうりつによってそのないようをせつめいして、ごりかいをいただくためのものです。








　


本重要事項説明書は、当事業所とサービス利用契約の締結を希望される方に対して、社会福祉法第７７条に基づき、当事業所の概要や提供されるサービスの内容、契約上ご留意いただきたいことを説明するものです。
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